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はじめに 

最近、「子どもが落ち着きなく動き回る。」「人の話を聞けない。」「気

が散りやすく、すぐよそ見をしてしまう。」「ルールが分からず、みんな

と一緒の行動ができない。」「聞き分けがない。」「迷惑なこと、危ないこ

とを平気でする。」といったご心配の相談がふえています。このような

子どもが、将来困ることがないように、ポイント別に、対応の手引きを

用意しました。 

 

ここでは、日々の暮らしにおける、家族や所属集団（幼稚園・保育園

や学校など）の方々の対応方法を、具体的にあげてあります。子どもた

ちに望みたいことは、たくさんありますが、将来のため、最も大切なの

は、情緒面の問題とされています。たとえ、学力や生活上の力が十分に

獲得されなくても、情緒的に安定していれば、その子なりに安定した若

者となれるはずです。一方で、多様化する時代にあり、高い学力や学歴

は、それだけで幸福を約束するものでもありません。 

 

最終的な目標は、これらの方法などにより、日々直面する問題を改善

しながら、子ども自身が、「自分はみんなに、気にかけてもらえている

のだ。」という思いを支えに、家庭や所属集団を居心地良く感じ、安心

して過ごせること、さらには、そこで得られた「情緒の安定」を力に、

自信を持って社会へと出ていくことにあります。そのためには、何より

も周囲の者が子どもの味方でありたいと思います。ひとりひとりの子ど

もが大きくなったとき、良き社会人となり、「この家に生まれ育ち、あ

の幼稚園・保育園、学校へ行けて良かった。」と思える日を願っており

ます。 
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一日のスケジュールを決めてあげる ・ 教えてあげる 

 こういった子どもたちは、いきあたりばったりでその時次第になりや

すく、規律正しい生活が苦手です。見通しを持ち、心づもりをして行動

するよう、方向づけたいと思います。 

 

そのために・・・ 

①大ざっぱな一日のスケジュールを決めて 

 

 朝起きる時刻    

 朝食    

 出かける時刻       

 昼食 

 夕食 

 寝る時刻 

 

 これらを、だいだい決めて子どもに教え、心づもりして生活するよう

にして下さい。できれば、ポスターのように絵にかいて、リビングに貼

っておくことをお勧めします。家族全員が守るよう協力しましょう。 
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例） 

   ごぜん 

       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

   ごご 
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②朝のスケジュールは、少し詳しく 

 朝は、みんながそれぞれ忙しいので、大変です。ということは、練習

にはもってこい。特にしっかり取り組みましょう。小さめのホワイトボ

ードなどに、順番に分かりやすく書き、マグネットで目印をつけ、それ

を自分で移しながら仕度するなどの方法も効果的です。 

 文字の学習がまだの子どもには、イラストや写真が便利です。その場

合も、文字になじむよう、文字も一緒に書いておきましょう。もちろん、

帰宅後のスケジュールにも、応用できます。 

 

例 1）      例 2） 

  あさごはんのまえに        

      

●       きがえ 

 

 

         トイレ 

 

 

   はみがき 

  

 

かおをあらう 

 

 

やるべきこと、守るべきことを、目で見て、また手を動かして確認し

ながら、行動するように練習しましょう。 

                                                                            

あさのしたく 

● おきる 

トイレ 

きがえ 

はみがき かおをあらう 

 

あさごはん 

 

トイレ 

でかけるしたく 

わすれものチェック 

さあでかけよう！ 
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③スケジュールを、前もって教えてあげて 

 急に「○○しなさい。」と言われると、気持ちを切り替えできず、い

やがって興奮することがあります。特に行事など、いつもと違うことを

するときは、数日前から教えて、心づもりさせて下さい。当日も、「今

日はこんなことするのよ。」「○○へ行くからね。」と情報を入れておい

て下さい。初めてのこと、場所については戸惑わないように、どんなと

ころでどんなことをしに行くのか、初めて会う人には、名前や性別、ど

んな人なのかを教えておきましょう。例えば、初めて行くテーマパーク、

プールなどは、写真入のパンフレットを見せておくなど、本人がイメー

ジしておけるようお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 日常においても、「おやつ食べたら○○してね。」と、

前もっての声かけ、意識づけをお願いします。関連す

ることとして、急に予定を変えたり、話を変えたりす

ることは、極力さけて下さい。 
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行動のコントロールに向けて 生活の中で 

  

 こういった子どもたちは、目に入る物、耳に聞こえる物にとても敏感

で、すぐ気が散る傾向があります。つい

．．

あちこちを見て関係ないことを

思ってしまったり、無意識のうちに動き出してしまったりします。その

結果、人の話を聞けないということにもなります。長く座って、根気強

く課題に取り組むことも苦手で、すぐ飽きてしまうこともよくあります。 

どうしてと思われるかもしれませんが、別に理由はなく、つい

．．

、そう

なってしまうのです。注意すれば直るというものでもありません。しか

し、学習に取り組む心構えという観点からも、多少なりとも良くしてい

きたいですね。 

 

そのために・・・     

① 周囲の環境をシンプルに  

 目に入る物、耳に聞こえる物にとても敏感なのですから、余計なもの

が目や耳に入らないようにすればいいのです。食事や学習など、一定の

時間、何かに集中しないといけない状況では、おもちゃや壁かざりなど、

何もないのがいいです。学習机の上にも、キャラクターグッズや、フィ

ギュアなどの飾り物を置かず、できるだけシンプルにして下さい。イメ

ージとしては、図書館の閲覧室の個人ブースのような環境が理想です。

あまり広い空間も勧めません。 

 

 

 

 

 

動きが激しい子どもには、一例として、リビ

ングや子ども部屋の中に、つい立やダンボール

で囲った、小さいかまくらのような小空間を作

り、学習のときには、その空間を使うことをお
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勧めします。精神統一の場、自分の城として、喜んでそこを使うように

なるといいと思います。それができたら、少しずつ周囲との壁を取り払

い、また空間を広げていけばいいのです。 

 関連することとして、学校での席は、外の景色・乗り物や音、廊下を

歩く人、後ろの壁のはり物などに気が散らないように、前の中央付近、

先生の近くが良いでしょう。 

 

② 体を動かす時間を 

 じっとしていることが苦手なのですから、のべつ「じっとしてなさい。

静かにしてなさい。」と言われても、それは無理なことです。まずは、

食事と学習から、短時間でも静かに集中できるようにしたいと思います。 

 

そのために・・・ 

逆に、体を動かす時間、動きたいだけ動ける

時間を作ってあげて下さい。体を動かすことは、

苦にならないはずです。そうしてエネルギーを 

発散させ、満足することで、食事や学習などの 

 

 

 

時間は、「今度は、落ち着いてやるんだ。」と、 

反対のこととして意識し、けじめをつけられる 

ように方向づけたいと思います。

③ 絵本の読み聞かせを             

    お話を聞く気持ちや、言葉からのイメージ力、お話を理解する力を伸

ばすため、絵本の読み聞かせをお勧めします。特に、夜寝る前に、一緒

にお布団の中に入り、読んであげるのが効果的です。本は、図鑑的なも

のより、ストーリーがあって筋が分かりやすい短めのものを選んで下さ 
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い。何にでもすぐ手を出す習慣を改善するためにも、ページも読み手が

めくって下さい。 

本は、例えば小さい子には、「ノンタン」や「うさこちゃん（ミッフ

ィー）」などの、絵やストーリーがシンプルなもの、小学生程度なら、「日

本昔話」のシリーズなどをお勧めします。他でも、もちろん子どもの好

きな本で結構です。そして、読み終わったら、簡単な問答をして下さい。

桃太郎であれば、「桃太郎の家来はだれだれだった？」「みんなでどこへ

行ったの？」「そこにいたのは、だれだった？」など、最初は本を見て

振り返りながらでいいのです。理解の様子により、本を閉じても答えら

れるよう、また質問も少しずつ詳しくしてみましょう。 

 絵本の読み聞かせは、入眠前のやすらぎ、ひいては情緒の安定ももた

らすと思います。 

 

 

 

 

 

 応用編として、「アンパンマン」や「ディズ

ニー」のシリーズ、など、ビデオを見てから、

同じ絵柄の絵本で同じお話を読んであげると、

ストーリーが分かりやすく、絵本になじみやす

く、集中力や言葉からのイメージ力、筋を追う

力を高めると思います。    

 

 

 

 

 

④ こだわりについて 

 物にこだわっている時は、正面からそれをやめさせようとしても、な

かなかうまくいきません。周囲が上手に対応したいと思います。 
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そのために・・・ 

ⅰ）他のものにも関心が向くよう、こだわりのレパートリーをふやす。 

 ある遊具や椅子などにこだわり、どうしても自分がそれを使おうとす

る、他の子に使わせないときには、「貸してあげなさい。」というより、

他の遊具や椅子も使えるようにしていく。 

 

ⅱ）時間と場所を決めて、「こういう時は、持ってていいよ。」とこだわ

りを許す。 

 

ⅲ）こだわる物を次第に小さくする。 

 ぬいぐるみなら、別の小さい物も持てるように、タオルなら、小判の

物、さらに小さいハンカチ、そして布製コースターなどに変えていく。

手ざわりが似かよったものがうまくいきます。

     安眠のためのぬいぐるみやグッズなど（スリー  

     ピング・エイド）は、害にはならないのですし、

     ある程度許してあげていいと思います。 

 

 さらに、こだわりをプラスに生かすことも考えてみましょう。車や電

車が好きな子どもであれば、それらを使って、大小や長短、左右、色や

数、交通ルール、ひいては文字を学ぶのも楽しいですね。動物やぬいぐ

るみの好きな子どもであれば、家族やお友達に見立てて、あいさつや会

話の練習もできます。スイッチの好きな子であれば、家電製品の使い方、

発展としてパソコンにつなげていくのもいいでしょう。マークの好きな

子であれば、図形や記号の理解が得意かもしれません。 

何よりも、周囲が、子どものこだわりに「早くやめさせよう。」と、

こだわりすぎないことが大切です。 
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ルールの習得を 

社会には、理由があって守らないといけないこと（交通ルールや、他人

を傷つけてはならないこと、トイレのあと手を洗うことなど）とともに、

理由はないけれども守らないといけないこと（食事のマナーや、あいさつ、

しきたりなど）が、たくさんあります。落ち着きのない子は、いずれのル

ールも守れないことがよくあります。悪い子なのではなく、ルールが理解

できない、身につかないのです。 

分かりやすいこと、やりやすいことから、ステップをおってできるよう

にしたいと思います。日々の努力のつみ重ねにより、所属集団などの集団

生活の場で、「みんなと一緒の行動ができる。」「先生の指示に従う。」「約束

を守る。」といったことを目指したいと思います。それが、ひいては、学習

への取り組み方にもつながります。 

 

そのために・・・ 

① 「めあて」や「やくそく」を決めて、取り組みを 

 「めあて」や「やくそく」は、できれば家族みんなで話し合って、基本

的で本人にとって易しいことから始めて下さい。そして、本人が守れるよ

う、家族が励まし、協力してあげることが大切です。 

 

一例として、本人用のカレンダーを用意し、今月の 

めあてのようなものを書き、できた日には、自分で○ 

を書くなどし、それが 10 個たまったら、ご褒美をあ 

げるなどの方法もお勧めします。この方法は、10 までの数、そして「あと

いくつで 10 になるか。」ということの理解にもつながります。このこと（10

の合成と分解）の理解は、くり上がり・くり下がりの計算において、重要

な意味を持ってきます。さらには、一学期ごとに「よく努力したから」と、 
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遊園地へ行くなど、少し長いスパンのあとに、大きいご褒美を与える、そ

れを目標にするのも一案です。次の②トークンエコノミーの方法も、参考

にして下さい。 

心がけること、更には、できたということも、目でみえるかたちで知ら

せることが効果的です。 

 

� 「めあて」や「やくそく」の例）  

� 朝は「おはよう」、夜は「おやすみなさい。」を言う。 

� 靴をぬいだら、きちんとそろえる。 

� 「いただきます。」「ごちそうさま。」を言う。 

� 食事中は、立って歩かない。 

� 「ありがとう。」「ごめんなさい。」を言う。 

� お使いをして、お釣りを家の人に返す。 

� おもちゃを片付ける。 

（目印で場所を決めておくのもいい。） 

� 寝るときに、脱いだ洋服を自分でたたむ。 

 

� ご褒美の例）    

� 一緒に公園へ行って遊ぶ。  

� ドライブ。 

� 一緒に買い物に行って、喜びそうなものを買ってあげる。 

（品物は、アイスやガチャポンなど、100 円以内に。） 

� ビデオを 1 巻借りてあげる。  

� 銭湯へ行く。 
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② トークンエコノミー 

 目標や約束を設定 

 ↓ 

 ◆できたとき・・シールやハンコを 

 ⇒数を達成したら、ほうびを 

 

 ◆できないとき・・あげたシールやハンコを取り上げる 

  ⇒再度数を達成したら、ほうびを 

 

 ◆バックアップトークン        

    金メダル レストランで食事など         

 

 これは、目に見えるもので、目標や約束について取引をするメソードで

す。いけない時に罰を与えるのではなく、よいことで得たものを取り上げ

るようにするのが、ポイントです。バックアップトークンというのは、た

とえば、シールが 50 枚、ハンコ帳がいっぱいになったときなどに、金メ

ダルをあげる、あるいは、家族でレストランへいくなどの方法です。最初

に決めた数を、きちんと守る、一方で、「最近いい子だから」と、甘くしな

い、利息をつけないのが鉄則です。 

 

③ ペアレントトレーニング 

これは、子どもの行動を、次の３つに分けて、対応するという方法です。

行動というのは、「友達にやさしくする。」といった、抽象的なものではな

く、「おはようを言う。」「おもちゃを片づける。」「洋服をたたむ。」「宿題を

する。」など、見える・聞こえる・数えられるものを言います。 
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行 動 ふやしたい行動 

（好ましい） 

へらしたい行動 

（非社会的） 

許しがたい行動 

（反社会的） 

 

例 

着替え あいさつ 

おもちゃを貸す・

片付ける 

明日の用意をする 

宿題をしない 

授業中のよそ見・

立ち歩き さわぐ 

屁理屈を言う 

暴力 いじめ 

人を傷つける  

物をこわす 

物を取る うそ 

対 応 ほめる ほうび 無視する 待つ 警告 ペナルティ 

  ふやしたい、好ましい行動には、ほめる・ほうびなど

  で、しっかりと肯定的な注目を与える。減らしたい行

  動には、無視して注目しない。許しがたい行動には、

  断固として制限を加える。という対応をします。 

 

減らしたい行動への対応が、難しいところです。子どもは、たとえいけ

ないことでも、「叱られる」という注目を得ることで、自分への関心を確か

めようとします。ここで叱ると、注目を得ようと同じ事をするという、悪

循環に陥ります。そこで、あえて叱らず、子どもではなく行動を無視する、

そして待ってほめるという対応をします。例えば、授業中立って窓の方へ

行って外を見ていた。そこでおこらず、席にもどったところで、「もどった

じゃない。えらい！」という具合です。 

 このように、のべつ叱らないことは、許しがたい行動を、しっかりと意

識づけることにもなります。叱り方については、いけない行動への対応も、

参考にして下さい。 
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④ 食事の場は、特に大切に 

 食事中立って歩く。座っていても落ち着きなく動く。遊びながら食べる。

食べ散らかす。一人で勝手にしゃべっている。など、いろいろな症状が見

られます。食事は、家族の絆の上からも大切な場であり、時間です。家族

が一緒になるせっかくの機会ですから、基本的な生活習慣を身につけるた

めに、家族みんなで協力し、上手に活用したいと思います。 

 

 次のことは、必ず守って下さい。 

ⅰ）テレビをつけない。 

 

ⅱ）テーブルの上に、食事と関係のないもの（本、新聞、おもちゃ、お菓

子、リモコン、筆記用具、眼鏡、花など）を置かない。 

 

ⅲ）良い姿勢で静かに、「いただきます。」「ごちそうさま。」を言う。動き

ながら言わない。 

 

ⅳ）できるだけ、家族みんなで食べる。「今日のカレーはおいしいね。」な

ど、食事に関すること、また、「保育園でどんなことしたの？」など、子ど

も自身に関することを話しながら、食事に集中できるようにする。 

 

ⅴ）お箸で食器を動かさない、肘をつかない、食べながら話さない、など

の基本的ルールは、毎日その都度、繰り返し教える。身についたことは、

「おりこうで食べられるようになったね。」と口に出して褒めてあげる。 

 

ⅵ）立って歩く、関係ないことをするなど、いけないことをした時には、

パシッと注意する。何度言っても聞かないときは、数分間テーブルから離

して決まったところでじっと待たす、あるいは、廊下に出して待たす。       
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   小さい子の場合は、家族の見えるところに、その時用

  の椅子を用意しておくのもいい。ある程度、大きい子の

  場合は、回数を決めて話しておき、その回数だけ注意さ

  れたら、食事を片付けるのもいい。いけないことは、短

  い言葉で教え、行動で分からせる。 

 

⑤ やりとり遊び・ごっこ遊びの体験を 

 一人遊びがいけないということではありません。それ以上に、お店屋 

さんごっこ、ままごとのような、社会生活をまねする遊び、簡単なゲーム

などの中で、やりとりのあり方、遊び方や順番を守るといったルールに慣

らしていきたいと思います。   
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いけない行動への対応 

 家族や先生方がどんなに努力しても、叱らないといけないこともあり

ます。むしろ、何度言っても同じことを繰り返し、疲れて悲しくなるこ

とも多いですよね。それでも、いけないことはいけないと理解を促し、

ゆくゆくは「聞き分け」の良い子、自分で、してはいけないことの判断

ができる子に育てていきたいと思います。 

 

そのために・・・ 

① 叱るときは、その場ですぐ、はっきり短い言葉で 

 いけないことをした時には、パシッと短く、しかしはっきり強く叱る

のがコツです。ぐちぐちいろいろ言っても、ほとんど効果は望めません。

何を言われているのか、聞き取れないのですから。叱るのは、（1）他人

や自分に危害が及ぶような危ないことをしたとき、（2）ルール違反など

の反社会的行動をしたとき、の二つがいいでしょう。 

他の場合は、例えば、何らかの課題ができなかったときには、「こう

すればいいのよ。」と教えてあげる、手伝ってあげる、物をこわしてし

まったようなときは、「『ごめんなさい。』って言おうね。」と謝ることを

体得させる方が大切です。失敗した時は、「そういう時もあるよ。」と、

共感する。忘れ物なら、今度は忘れないように、連絡帳に書いて確認す

る習慣にするなど、合理的なシステムを用意すればいいのです。 

 

これらのことは、のべつ怒らないことで、上記の（1）（2）二つのこ

とが、どんなにいけないことかを、明確に意識づけることにもなります。

「危ないからだめでしょ。」「そういうことは、いけないね。」これでい

いのです。体罰は、極力さけること、少なくても日常化しないよう、気

をつけて下さい。 

 



 

 17

 

 関連することとして、危ないところには入らない、手をふれないよう、

分かりやすい目印をつけておくようお勧めします。 例） 

  

② 理由を聞かない 

 「どうしてそんなことしたの？」と聞くのは、無意味です。理由はな

いのです。「自分でよく考えなさい。」と言うのも、無駄です。そんなこ

とができれば苦労はしないのです。 

 それよりも、「どうしたかったの？」と、希望を聞いてあげて下さい。

「トイレ行きたかったから。」と言ったら、「だったら、手をあげて言っ

てから行こうね。」と、分かりやすい行動で教えて下さい。自分の気持

ちを言葉にする、そしてそのことにより自分で問題を解決する訓練にな

ります。また、「今、どんなことした？」と聞いてみて下さい。自分自

身の行動を見つめるきっかけになります。それが「いけなかったなあ。」

という感覚と結び付けられれば、すばらしいと思います。 

 

③ タイムアウト 

 興奮が強いと、上記の方法で叱っても、聞いてくれないこともありま

す。そのときは、タイムアウトと言って、別の場所に移すのも一法です。

場面が変わると気持ちも変わり、落ち着きやすいからです。このとき、

おこったり、なだめたりせず、だまって淡々と、クールに連れ出すのが

コツです。 

連れ出す場所は、廊下や玄関など、静かで刺激のない、安全なところ

がいいです。そこで、落ち着くのを待つ、そしてゆっくり話を聞いてあ

げて下さい。負けたり、自分の思い通りにならなくて、興奮していると

きは、「そうか。くやしかったよねえ。」と、その子の側に立ち、共感し

てあげて下さい。「分かってもらえた。」という気持ちが、いずれ安らぎ 
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につながるはずです。いつまでも興奮しているときは、ある程度のとこ

ろで「ここで頭冷やしてね。」と、気持ちの距離をとるのもいいです。 

連れ出す場所が、喜んで遊べるようなところでは、この方法は逆効果

です。そこへ行きたくて興奮する、ということになりかねません。 

 

④ 規範意識の獲得へむけて 

 いけない行動を、いけないと分からず平気で

する子にも、いけないと分かりながらわざとす

る子にも、共通して次のことがよく見られます。 

 

ⅰ）自分に向きあえない 

 これは生来性に、そういう「モニター機能」が弱い子も多く見られま

すが、家庭や所属集団で、周囲の大人に、気にかけてもらえなかった、

向き合ってもらえなかったために、「向き合う」ということが分からな

い場合もあります。 

ⅱ）言葉の力不足 

 「ああいうことをしたから、叱られた。」という因果関係も、「こうい

うことをすると、迷惑になる。」という見通しも、「いけなかったなあ。」

という内省も、自分の気持ちや事情を伝えることも、謝ることさえも、

言葉の力がないとできません。多くの家族が、「うまくしゃべれないた

めに、つい手が出てしまう。」と言うのは、そのいい例です。いけない

行動の背景に、この言葉の力不足は、かなり大きいと思われます。 

ⅲ）我慢できない 

 内省がなければ、「いけないことは、我慢する。」という、自制が働か

ないのは、当然のことです。 

 では、どうすればいいのでしょうか。 
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 叱られて落ち込んでいる時は、子どもの誤った誇りや感情を解き、い

けないことをした自分と、叱ってくれた家族や先生への気づきを促す良

い機会です。まず、「さっきした（例えば、他人のものを取った）こと

は、いいこと？悪いこと？」と問いかけ、自分自身の行動に向き合うよ

う、促して下さい。そこで、周囲が子どもの心に向き合い、気持ちを

 受容・共感することで、子ども自身も、家族や先生、そして自

 分に向き合い、直していくのだという意欲へと、方向づけたい

 と思います。また、そのようなやりとりは、子どもに、言葉に

 よる内省と表現の力、さらには、自制の力をつける訓練にもな

 ります。 

 

 その時、「行動を諫めて、人格を責めず」が、鉄則です。例えば、物

を壊したときも、日本には、賠償を求められるよりも、「今度から気を

つけてね。」と許された時、一層心から「ごめんなさい。」と思える情緒

的風土があります。規範意識を呼び覚ますには、いけないことはいけな

いと理解させ、行動を律しながらも、味方なのだというシグナルを発し

続けていく、粘り強い取り組みが必要と思います。そして、謝れた時、

良いことをした時には、しっかりとほめていただきたいと思います。 

 

 そういう日常の積み上げにより、子どもは、信頼関係に裏打ちされ、

「こういうことをすると、家族や先生が悲しむ。みんなが困る。だから

我慢する。」という、規範意識を獲得できると考えます。例えば、「うそ

をついた。」と懲らしめて終わるのではなく、うそをつけない信頼関係

を育てていただきたいと思います。その意味で、いけない行動をしたと

きは、逆に、規範意識を育てるチャンスでもあります。 
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家族が気をつけること 

まずは、慎みたいことから。 

ⅰ）「どうしてできないの？」「もっとがんばれ。がんばればできる。」

とは言わないこと。本人は十分がんばっているのです。それなのに責め

られては、居場所がなくなっていやになってしまいます。 

ⅱ）他の子や兄弟と比べないこと。子どもが傷つきます。 

ⅲ）「別にできなくてもいいよ。」は、もっといけません。意欲も誇りも

なくします。自分だってできてほめてほしい、認められたいのです。 

ⅳ）他人の前では極力叱らないこと。子どもなりに、恥をかかされたと

感じてしまいます。 

 

 それでは、どうすればいいのでしょうか。 

① できることに目をむけて  

 よく、「学校へ行くまでに、○○ができるようにしたい。」「学校へ行

ったら、学習についていけるか心配。」という相談をうけます。学校の

プログラムは、その子自身に合うこともあれば、合わないこともありま

す。親は子どもの親です。学校よりも、子どもの側に立ち、学校、それ

以前の幼稚園・保育園という場も、学習だけではなく、生活の場、子ど

もの社会として、上手に活用していただきたいと思います。 

 かけっこ、積み木、お絵かき、お昼ご飯を一緒に食べるということな

ど、何かひとつでもできれば、十分すばらしいと思います。 

 学習については、どうしても「できないことをできるように。」と思

いがちですが、まずは、「できることをしっかり。」と援助して下さい。

そしてほめてあげて下さい。自信を意欲につなげていきたいと思います。

さらに、発展として、文字を書くのが苦手であれば、パソコンに慣らす

など、合理的な補い方を探っていきたいと思います。 
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 ただ、この方法をとるには、専門のスタッフによる「できること・で

きないこと」の評価・分析が必要になります。特に、できることという

のは、苦労しない分、案外本人も親も気がつきにくいのです。また、「や

ってみるとできる。」ということもあります。そんな秘められた可能性

に、光をあてていきたいと思います。 

 

② 評価は絶対評価で 

 体格についてさえ、標準というのは統計上の数字であり、ちょうどの

子は偶然にしかいません。大きい子や小さい子がいることの結果でしか

ないのです。まして、学力で標準を目指す必要はないと思います。他の

子や標準と比べることなく、ひとつひとつの理解や生活上のスキルを、

絶対評価でみていきましょう。比べていいのは、過去のその子自身です。

自然体で、ゆっくり育つ子は、ゆっくり育てていこうではありませんか。                           

                

③ 共感にもとづいた接し方を           

 こういった子どもたちは、いつもストレスにさらされて 

いるのです。家族は、味方になってほしいと思います。 

 トラブルがあったら、「そうか、それはくやしいよね。」、上手にでき

なかったら、「また今度やってみようね。」、お手伝いできたら、「今日は

いい子だったね。」「ありがとう。助かるよ。」というように、子どもの

心に届くよう、うれしくなる言葉で、しっかり口に出して伝えることが

大切です。さらに、子どもの前で、他の家族に「こんなことできたのよ。」

と教える、家族のアルバムを一緒に見る、誕生日をみんなで祝うなども

効果的です。特に誕生日は、どの子にも平等に訪れ、ほかの行事と違っ

てその子ひとりを主役にすることができます。そんな機会に、子どもは

家族のかけがえのない存在であることを、しっかりアピールしてほしい

と思います。             
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役割を果たす体験を 

 子どもは、実体験を積むことで、生活上のいろいろな方法を身につけ

ていきます。無理のない範囲で、家族や周囲の者が力を貸しながら、失

敗を恐れることなく、いろいろな用事をやらせてみてください。最初か

らできなくていいのです。できないから練習するのです。そして、やら

ないとできるようにはなりません。 

何かできたらカレンダーに印をつけ、10 個たまったらご褒美を上げ

るというようなシステムを使うのもいいでしょう。ルールの習得をも、

ご参照下さい。家庭や所属集団で、何か役割を果たせた時、子どもは達

成感と自信を得ることができます。それは、家族にとってもうれしいこ

とに違いありません。 

 

そのために・・・ 

①家でお手伝いをしてもらいましょう 

 できるだけ、家族みんなに関わることで、体を動かす用事をさせて下

さい。簡単なことでもいいのです。「自分の役割」と意識できることが

大切です。 

例） 

� カーテンを開ける。 

� 廊下のモップかけ。 

� 玄関の靴を並べる。 

� 乾いた洗濯物を、小さい子は、家族ごとに分ける。大きい子は、

たたむ。 

� 小さい子は、洗面台のそうじ。大きい子は、お風呂のそうじ。 

� 食卓に食器を運ぶ。並べる。片付ける。（力に応じて） 
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� ゴミだし 

� お使い：この項目は街へ出る機会を③で詳しく触れます。 

    

②幼稚園・保育園・学校での係の仕事を与えて下さい  

 「この子には無理だから」と何もさせないと、いつまでもできるよう

にはならないし、自信をなくしてしまいます。分かりやすく、体を動か

せる、上手にできなくても他の子も本人もそれほど困らない、先生が目

をかけやすく、手を貸してあげやすい仕事を用意してあげて下さい。 

 例）  

� プリント類を教室まで運ぶ。人数や力量により、できそう

ならみんなに配る。 

� お道具を用意する。片付ける。   

� お花の水やり。 

� 学校なら黒板を消す。（日直の仕事なら、その一環として） 

� 給食のメニューを発表する。 

� 給食当番の仕事－あまり難しくないことから。 

� 今日のそうじ当番を発表する。 

� 行事でやりやすいことを担当させる。 

� 先生に書いてもらって「なぞなぞ」を出す。「しりとり」

の最初の言葉を言う。   
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行動のコントロールに向けて 学習との関連で 

 喜んで学習に取り組む気持ちを育むために、動機づけや集中力の向上

に向け、上手にサポートしていきたいと思います。 

 

そのために・・・        

① 「 取り組み時間」の設定を   

 学習に関して、親はどうしても期待が大きくなりがちです。「これが

分かるまで」「ここができるまで」と思いがちですが、最初は一歩ゆず

って、「取り組み時間」で対応して下さい。 

 

   まずは、1 回 10 分から。それができたら、15 分、 

  20 分と延ばせばいいのです。就学前の子どもには、

   学習習慣作りへのウォーミングアップとして、1 日 5 

  分、課題に取り組む練習をさせて下さい。課題は、絵

  本を読むこと、迷路や点結びなど、お子さんのすきな

おけいこ帳、ならい事の練習、あるいは、じっと静かに、絵本の読み聞

かせを聞く、といったことでもいいのです。「○分間やる。」と、自分で

心づもりして、できるようにしたいと思います。 

集中が続かず、すぐ飽きてしまう子どもには、時間を延ばしていくよ

りも、途中でストレッチや机の片付けなどで気分転換をしながら、15

分を3回というように、短い時間を上手につなげていく工夫が必要です。 

 

 そして、たとえ理解が十分ではなくても、まずは、課題に取り組んだ

ことに対して、「ごくろうさん。」「よくやったね。」と、一言ねぎらいの

言葉をかけてあげて下さい。「またやろう。」という意欲につながります。 
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② 指示は簡単に、ビジュアルで分かりやすく   

 一度にあれこれ言われると、混乱して分からなくなります。日常生活

でも、朝、「さっさと起きて、着替えて、顔洗いなさい。トイレもいく

のよ。」などと言われると、どれか忘れたり、同じ事を繰り返したり、

何もできなくなったりします。まして、学習については、子どもは気持

ちの負担が大きいのです。指示は一つずつ耳と目の両方から与え、それ

ができてから、次のことを指示するようにして下さい。 

 

単語帳やシール状のメモ用紙などに、一つずつ 

課題を書いて、それができたら、次をめくってや 

る、などの工夫も励みにもなり、効果的です。 

 

例）1               2  

  

さんすう ドリル 5   おやつ アイス 1 本 

  

3               4 

 

こくご 本よみ      テレビ 30 分 

10 ページ～11 ページ 

 

 

これらを上から順に重ねておき、めくりながらやるなどするといいで

しょう。 
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 学校では、先生がみんなに一斉指示を与えたあと、その子個人に、「こ

の問題やるんだよ。」とすぐやる課題だけを、目で確かめさせ、一声か

けてもらうことをお勧めします。 

    

 

 

 

 

③ キー・メソード、キー・パーソンの設定      

 つい

．．

、何かに気をとられてしまう、動いてしまう子には、そんな時の

キー・メソード＝「きまり事」と、キー・パーソン＝「助け舟」を用意

してあげましょう。 

 

 「あっ、ちょうちょだ。」と思ったとたんに教室から 

飛び出してしまう。何度もちらちら外や後ろを見てしま 

う。先生のお話を聞いてなくて、何をするのか分からなくなりボーッと

してしまう。などなど、日々いろんなことが起こります。別に悪気はな

く、本人は大変なのです。そんな困った時に、ひと呼吸、どうするか決

めておくと安心です。「あっ。」と動きそうになったら、手をにぎって「が

まん、がまん、がまん。」と小さい声で 3 回言う。分からないときは、

だまって手を挙げる。など、子どもに応じて、「きまり事」を設定して

あげて下さい。 
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しかし、自分の力だけではコントロールが難しいのもまた現実です。

そんな時は、「助け舟」も必要です。小さいときは先生にお願いしたい

と思います。子どもが困った時、「先生！」と呼べる約束にしておいて

下さい。小学校中学年くらいになると、リーダー格でめんどう見の良い

子も出てきますので、子ども社会への適応という意味からも、同じクラ

スに、力になってくれる子がいれば文字どおり助かります。先生からも、

その子とご家族にも協力をお願いし、ときどき、「今度はこれをやるん

だよ。」と、注意をやるべき主題に向けられるよう、また、「順番守らな

いといけないよ。」などと、声をかけてもらえるといいと思います。 

 

 

 

 

 

 

このような相互関係は、本人に、自分自身の姿や身の処し方に思いを

向けさせ、他人の存在にも気づかせるとともに、「助け舟」役の子にも、

自覚を促し、よい効果をもたらすはずです。ただ、学力がそれほどでは

なくても、めんどうを見られる子がいる一方で、学力が高くても、性格

的に「助け舟」には向かない子もいます。子どもの特性をよく見極め、

負担をかけない配慮をお願いします。 

 

④ 学力への援助  

 学習が分からないと、子どもは不安で自信をなくしてしまいます。過

大な期待をかけることも、できなくてもいいと、安易に考えることも慎

み、期待し過ぎずあきらめず、その子にあった合理的な方法で援助し、 

学力を保障していきたいと思います。この分野は、かなり専門的で個別 
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の問題になりますので、診療の場で専門医にご相談下さい。 

 ただ、共通して心がけてほしいことを、これまでの内容と一部重なり

ますが、下にまとめます。また、家族が気をつけることの項も参考にして

下さい。 

                                   

 

ⅰ）ひとつづつ指示する。 

ⅱ）「取り組み時間」を設定する。 

ⅲ）条件を目で見て分かるように、ビジュアルで提示する。 

 例）たし算なら、たすものの絵をその数だけかいてあげる。時計の問

題なら、実際の時計を使いながらやる。 

ⅳ）スモールステップで無理のない、ちょうどいい目標を与える。 

ⅴ）やり方の手本を示し、まねしてやる、繰り返してやる経験を。「分

かる。」と「覚える。」両面からのアプローチを。 

ⅵ）できたら、ほめる。花丸やシールなど、ビジュアルで「できた。」

という実感を与える。 

 

⑤ 国語力を伸ばして 

 人間が、他の動物と違い、いけないことが分かり、本能的な欲求を我

慢できるのは、言葉で考えられることにもよります。逆に国語力がない

と、「こういうことはいけない。」と、我慢することができません。まし

て、物事の分析・洞察といった「深読み

．．

」、長期的な見通しを立てる「先

を読む

．．

力」は、高度な国語力があって初めて可能になります。日々、子

どもの言葉にしっかりと向き合い、正しい日本語で丁寧に対応し、子ど

も自身の、言葉による思考力・表現力を伸ばしていくこと、また、文字

によるインプット・アウトプット、つまり読み書きの訓練が大切です。 

 国語力を、精神と一体に、骨肉化するまでに育てること、例えば、言 
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葉でけんかができ、そして相手の思いを理解し自分の思いを伝え仲直り 

ができるまでに、言葉を養うことが、学力、そして精神の基礎体力作り

と思います。このことが、どんなに困難なことであるかは、外国語にお

きかえていただくと、ご理解いただけると思います。 

 いけない行動への対応④規範意識の獲得へむけても、参考にして下さ

い。 

 

 

 

⑥ 学習環境の選択にむけて（先生方へ） 

 学習が困難な子どもに、どんな学習環境・課題を与えていけばいいの

か、選択にあたり、次の視点を参考にしていただきたいと思います。 

 

 学習に取り組めるか 参加できるか 

・・・手持ちぶさた、お客さんにしない 

 学習の積み上げが可能か 

・・・今の学習を、次のステップへ体系化できる 

 将来の役に立つ学習ができるか 

・・・例えば、コンパスや分度器よりも、お金の計算、時計の学習 

 居心地良くすごせるか 

・・・いじめられずに、安心して学び、遊び、生活できる 

 

 2 学年以上の遅れが出る場合は、普通学級のみでの対応は難しくなり

ます。他の環境も視野に、別の目標・メソードを考慮していただきたい

と思います。また、こだわりなど、学力以外の特性にも、ご配慮をお願

いします。 
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街へ出る機会を 

 社会へ出て行くということは、家庭以外の見知らぬ世界で暮らすこと

でもあります。そこで、重要な意味をもつのは、「経済」と「対人関係」、

そして「ルール」だと思います。これらへの、理解と対応の手始めとし

て、勇気を持って、街へ出る機会を作りましょう。街は社会生活のため

の、最高の練習場です。上手に活用したいと思います。 

 

そのために・・・ 

① よその家を訪問するとき、一緒に 

 回覧板を回す、お届け物を持っていく、など、何でもいいのです。子

どもを同行させ、上手にできなくても、「こんにちは。」とあいさつさせ

て下さい。そして、親と他人とのやりとりを、見る経験を持たせて下さ

い。 

関連することとして、家にお客様がみえたときには、あいさつをさせ

て下さい。そして、あとはけじめをつけて、引き下がらすことも大切で

す。そんな、家族とは違う、他人との距離の取り方、呼吸を覚えていく

ようにしましょう。 

 

② 冠婚葬祭に同席させてあげて 

 周囲の理解を得られやすい、法事など、内輪のあらたまった席に、で

きる範囲で同席させて下さい。その際、あらかじめ、どんなところでど

んなことをするのか、教えておくことが大切です。日常とは違う場の空

気に慣らし、そういう席での身の処し方を覚えていきたいと思います。

無理をする必要はありません。がまんできなくなったら、退席すればい

いのです。経験することが大切です。 
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③ お使いをたのもう  

お使いの体験を通し、「言葉による指示に従って、正しく行動する。」

「他人に言葉で希望を伝え、お金と品物のやりとりをする。」「お金の価

値や、フェアな使い方を知る。」など、さまざまな社会生活上のスキル

を身につけていきたいと思います。 

この体験は、ものの値段の相場感覚、ひいては経済観念の獲得につな

がるはずです。さらに、お金は働くことで得られるという理解を通し、

就労意欲につなげていきたいと思います。お使いはそんな意味で、社会

生活にむけての、絶好の訓練なのです。 

 

ⅰ）まずは、家族のお買い物に同行させて下さい。お店の場所や品物の

場所、お金の払い方など、よく教え、少しずつ、自分でやらせてあげて

下さい。できなかったら、助け舟を出せばいいのです。 

 

ⅱ）次に、家族はお店の外で待っ

ていて、「いつもの牛乳 1 本買っ

てきて。」などと、ひとつだけ、

やらせてみましょう。できたら、

2つ、3つと増やせばいいのです。 

      

 

 

 

 

 

ⅲ）次は、家を出るところから、近くで安全なところから始めて下さい。

文字が読めるようになってきたら、メモを渡し、順番にできるよう練習

して下さい。 

応用編として、もしできるようなら、出先から家族に電話をさせて下

さい。「パンと牛乳買ったよ。これでいい？」「アイスは、どこで買うん

だっけ？」「麦茶はなかったけど、どうするの？」など、言葉による意

思疎通を行動に結びつける訓練をお願いします。 
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ⅳ）おつりの計算がまだの子は、「お釣りを忘れないでもらってくるの

よ。」と、声をかけて下さい。そして、お釣りは、自分から家の人に返

すよう、教えてあげて下さい。お釣りをもらうという体験を通して、少

しずつ金額の大小の理解を促したいと思います。関連することとして、

発達段階に応じ、例えば、180 円のジュースを 1 本買うのに、「100 円 1

個で買える？」「何個だったら買える？」、また、「おつりはいくらかな？」

と、少しずつお金の計算になじませていきたいと思います。 

 

ⅴ）結果として、頼んだとおりにできなくても、まずは「ありがとう。」

と言ってあげて下さい。違ったところは、叱るのではなく、教えてあげ

ればいいのです。子どもが、「またお使いしたい。」と、楽しみに思える

ことが大切です。  

 

④ 電車やバスに乗ろう 

 外出する時、車だけではなく、是非、 

電車やバスも利用して下さい。 

 

ⅰ）電車の場合は、最初に、券売機の使い方を教えて下さい。お金の計

算がまだの子どもには、デパートなど、決まったところへいくための切

符の買い方をまず教えて下さい。「ここに、このお金（たとえば 50 円玉）

1 つと、このお金（たとえば 10 円玉）4 つ入れるのよ。それから、この

ボタンおすと、切符が出てくるからね。」などと、自分でやらせながら

教えて下さい。ちょうどのお金がむずかしい時は、「このお金（たとえ

ば 100 円玉）入れて、このボタンおして、切符とおつりをもらうのよ。」

と教えてみて下さい。お金の計算がまだの子どもには、この方法はとて

も便利です。公共の機械を使えるということは、大変な進歩です。どの

子もきっとうれしいに違いありません。 
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ⅱ）次は、改札です。切符を持たせて子どもを先に歩かせ、自動改札機

に入れさせて下さい。忘れず取るところまで、集中力が要ります。 

 

ⅲ）さて、電車に乗る番です。降りる人が先、順番を守って乗る、お年

寄りや小さい子にも気をつけて、電車の中では騒がない、切符はなくさ

ないようにしまっておく、など、身につけることが、たくさんあります。

最初からできる子はいません。できるまで粘り強く教えたいと思います。 

 

ⅳ）降りたら、改札で、同じように自分で切符を入れさせて下さい。 

 ◆スイカ・パスモの練習もお願いいたします。 

 

ⅴ）バスの時は、まず待っている間、飛び出さ

ないように、十分注意して下さい。お金の払い

方が、先払い、後払い、いろいろありますので、

よく乗る場合について、電車の場合と同じよう 

 

 

に、教えてあげて下さい。 

 

 

ⅵ）降りる停留所の名まえが流れたら、ボタンをおすことも、自分でや

らせてみて下さい。少し緊張するこの一瞬が、できると喜びになります。

一方で、他の人がおしたとき、かんしゃくをおこさないこと、そういう

こともあることを、体得させて下さい。 

 

ⅶ）子どもにとって、ステップの乗り降り、特に降りることは、大人よ

りはるかにむずかしいことです。順番に、転ばないように気をつけて、

上手に降りられるよう、繰り返し体験させて下さい。降りてすぐ、駆け

ださない、バスの前後で道を渡らないことも、重要な注意です。 

 ○C Yoko Takeda 2010 


